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郭
店
楚
簡
•
上
博
楚
簡
の
字
体
と
形
制

紙
に
活
字
で
印
刷
さ
れ
た
一
般
の
文
献
資
料
に
対
し
て
、
一
次

資
料
で
あ
る
出
土
文
字
資
料
の
検
討
に
お
い
て
は
、
内
容
の
み
な

ら
ず
、
字
体
や
形
制
な
ど
の
形
式
面
に
か
か
わ
る
諸
点
を
総
合
的

に
踏
ま
え
る
必
要
が
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
字
体
と
形
制
と
を
中
心

に
郭
店
楚
簡
•
上
博
楚
簡
の
特
徴
を
見
て
み
た
い
（
詳
細
に
つ
い

て
は
「
形
制
一
覧
」
参
照
）
。
な
お
、
本
稿
で
は
字
体
の
語
を
形
体

（
点
画
）
上
の
差
異
に
関
わ
る
字
形
、
様
式
上
の
差
異
に
関
わ
る

書
体
、
個
人
の
風
格
上
の
差
異
に
関
わ
る
書
風
の
三
方
面
を
包
括

し
た
意
味
に
用
い
る
。

【
附
録
】

郭
店
楚
簡
の
字
体
と
形
制

郭店楚簡を字体や形制などの形式面から分類し、全体

構成を明らかにせんとする試みは、すでに複数の先学に

よってなされてきている。その中でも注目される研究に、

李零「郭店楚簡校読記」附録：郭店楚簡的字体和形制（『道

家文化研究』第十七輯、生活•読書•新知三聯書店、一
九九九年八月）、周鳳五「郭店竹簡的形式特徴及其分類意
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[
別
表
―
]
（
「
文
献
」
の
番
号
は
『
郭
店
楚
墓
竹
簡
』
の
掲
出
順
）
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義
」
（
武
漢
大
学
中
国
文
化
研
究
院
編
『
郭
店
楚
簡
国
際
学
術
研
討

会
論
文
集
』
湖
北
人
民
出
版
社
、
二

0
0
0
年
五
月
）
が
挙
げ
ら

れ
る
。こ
こ
で
両
氏
の
分
類
を
対
照
し
て
示
す
と
[
別
表
口
l

の
通
り

で
あ
る
。
な
お
、
以
下
で
は
類
別
の
問
題
に
論
点
を
限
定
し
、
各

種
•
各
類
の
順
序
の
問
題
に
は
立
ち
入
ら
な
い
。

両
氏
の
相
違
は
、
李
氏
が
『
老
子
甲
』
『
語
叢
四
』
『
老
子
乙
』

『
老
子
丙
』
『
太
一
生
水
』
を
第
一
種
字
体
、
『
細
衣
』
『
五
行
』
『
魯

穆
公
問
子
思
』
『
窮
達
以
時
』
を
第
二
種
字
体
と
す
る
の
に
対
し
、

周
氏
は
両
者
を
一
括
し
て
第
一
類
と
す
る
点
で
あ
る
。
李
氏
の
分

類
の
内
、
第
三
種
か
ら
第
五
種
の
各
類
を
異
な
る
字
体
と
見
る
点

は
周
氏
も
同
様
で
あ
り
、
簡
長
・
簡
端
・
編
線
数
・
編
距
と
い
っ

た
形
制
面
か
ら
も
そ
の
妥
当
性
が
裏
付
け
ら
れ
る
。

李
氏
は
第
一
種
字
体
の
文
献
を
「
道
家
和
道
家
陰
謀
派
的
文
献
」
、

第
二
種
字
体
か
ら
第
五
種
字
体
ま
で
を
「
儒
家
文
献
」
と
し
て
お

り
、
第
一
種
字
体
と
第
二
種
字
体
と
の
区
分
に
は
学
派
上
の
区
分

が
反
映
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
字
体
と
い
う
点
に
限
定
す
る
な

ら
ば
、
第
一
種
字
体
と
第
二
種
字
体
と
の
間
に
は
、
第
三
種
字
体

か
ら
第
五
種
字
体
ま
で
に
見
え
る
よ
う
な
明
瞭
な
相
違
は
認
め
ら

れ
ず
、
形
制
面
か
ら
も
両
者
を
区
分
す
る
理
由
は
見
い
だ
さ
れ
な

い
。
李
氏
の
字
体
区
分
は
、
あ
た
か
も
道
家
文
献
と
儒
家
文
献
と

の
間
に
字
体
上
の
相
違
が
存
在
す
る
よ
う
な
誤
解
を
招
く
恐
れ
が

あ
る
。
現
在
の
と
こ
ろ
郭
店
楚
簡
の
字
体
の
大
枠
に
つ
い
て
は
、

周
氏
の
分
類
が
最
も
穏
当
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

以
下
、
こ
の
四
分
類
に
基
づ
き
、
郭
店
楚
簡
の
字
体
に
関
し
て

二
点
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。

ま
ず
第
一
は
、
第
一
類
か
ら
第
四
類
ま
で
の
う
ち
、
第
一
類
・

第
二
類
•
第
四
類
は
何
れ
も
比
較
的
草
卒
な
書
風
で
あ
る
の
に
対

し
、
第
三
類
は
謹
直
な
書
風
を
示
す
点
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
前
三

者
は
主
に
書
写
者
の
相
違
に
よ
る
と
見
な
さ
れ
る
の
に
対
し
、
後

者
に
は
用
途
な
ど
の
書
写
者
と
は
異
な
る
要
因
が
考
慮
さ
れ
る
。

し
た
が
っ
て
、
前
三
者
に
は
類
を
ま
た
が
る
同
一
の
書
写
者
を
想

定
し
難
い
の
に
対
し
、
第
三
類
に
は
、
例
え
ば
第
一
類
に
属
す
る

書
写
者
が
謹
直
な
字
体
を
用
い
て
書
写
し
た
可
能
性
も
指
摘
さ
れ

る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
謹
直
な
字
体
は
、
上
博
楚
簡
を
含
む

現
在
知
ら
れ
る
楚
簡
に
は
見
い
だ
さ
れ
ず
、
き
わ
め
て
特
殊
な
例

と
推
測
さ
れ
る
。
第
三
類
に
は
、
字
体
だ
け
で
な
く
簡
長
と
編
線

数
と
の
関
係
、
一
簡
の
容
字
数
な
ど
に
も
特
殊
性
が
見
ら
れ
、
内

容
の
検
討
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ら
形
式
面
と
の
整
合
的
な
理
解
が

不
可
欠
と
な
る
。

第
二
は
、
各
類
の
書
風
・
字
形
の
分
析
結
果
と
形
制
と
の
関
連

か
ら
‘
[
別
表
二
]
の
よ
う
な
同
筆
・
同
冊
の
可
能
性
が
指
摘
さ
れ

る
点
で
あ
る
（
一
は
同
筆
・
別
冊
、

11
は
同
筆
・
同
冊
）
。

た
だ
し
第
二
類
に
つ
い
て
は
、
四
篇
の
竹
簡
を
合
計
す
る
と
一
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九
五
簡
と
な
り
、
分
量
の
点
か
ら
何
冊
か
に
分
冊
さ
れ
て
い
た
可

能
性
が
高
い
。
し
か
し
、
字
体
や
形
制
の
一
致
か
ら
、
四
篇
が
同

冊
と
同
等
の
緊
密
な
関
係
を
有
し
て
い
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

ま
た
、
第
三
類
の
『
語
叢
三
』
に
は
三
人
の
書
写
者
が
想
定
さ
れ
、

そ
の
う
ち
の
一
人
が
『
語
叢
一
』
『
語
叢
二
』
を
書
写
し
た
と
見
な

さ
れ
る
。

同
筆
と
推
定
さ
れ
る
文
献
に
は
道
家
思
想
と
し
て
の
纏
ま
り
を

も
っ
『
老
子
乙
』
『
老
子
丙
』
と
『
太
一
生
水
』
、
子
思
お
よ
び
そ

の
後
学
と
の
関
連
が
指
摘
さ
れ
る
『
細
衣
』
と
『
五
行
』
な
ど
、

思
想
内
容
の
面
で
も
緊
密
な
関
係
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
、
各
篇

の
思
想
的
関
連
や
冊
書
と
し
て
の
構
成
な
ど
を
検
討
す
る
上
で
重

要
な
示
唆
を
与
え
る
。

な
お
、
第
四
類
の
『
唐
虞
之
道
』
『
忠
信
之
道
』
は
共
通
し
た
様

式
を
も
ち
、
他
の
各
類
と
は
明
確
に
異
な
る
が
、
両
者
に
は
同
時

に
細
部
の
形
体
に
相
違
が
あ
り
同
筆
と
は
認
め
が
た
い
。
し
た
が

っ
て
第
四
類
は
、
類
似
の
書
風
を
も
つ
複
数
（
二
人
）
の
書
写
者

に
よ
る
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。

0
第
三
類

『
語
叢
一
』

『
語
叢
二
』

『
語
叢
三
』

0
第
二
類

『
成
之
聞
之
』

11

『
尊
徳
義
』

11

『
性
自
命
出
』

11

『
六
徳
』

『
魯
穆
公
問
子
思
』

11

『
窮
達
以
時
』

『
細
衣
』

11

『
五
行
』

[
別
表
二
]

0
第
一
類

『
老
子
乙
』

『
老
子
丙
』

11

『
太
一
生
水
』
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上
博
楚
簡
の
字
体
と
形
制

上
博
楚
簡
に
つ
い
て
は
未
だ
そ
の
全
容
は
明
ら
か
に
さ
れ
て
い

な
い
が
、
字
体
と
形
制
に
関
し
て
現
時
点
に
お
け
る
問
題
点
を
ま

と
め
て
お
き
た
い
。

ま
ず
字
体
の
面
で
は
、
第
一
分
冊
の
『
孔
子
詩
論
』
と
第
二
分

冊
の
『
子
羊
~
』
『
魯
邦
大
旱
』
と
が
同
筆
と
見
な
さ
れ
、
簡
端
や
簡

長
の
共
通
性
か
ら
同
冊
で
あ
っ
た
可
能
性
が
極
め
て
高
い
。
ま
た

『
従
政
（
甲
篇
）
』
と
『
従
政
（
乙
篇
）
』
と
は
同
筆
と
見
な
さ
れ
、

他
の
『
民
之
父
母
』
『
昔
者
君
老
』
『
容
成
氏
』
は
そ
れ
ぞ
れ
別
筆

と
推
定
さ
れ
る
。
な
お
、
第
一
分
冊
の
「
釈
文
考
釈
」
に
よ
れ
ば
、

『
性
情
論
』
は
『
周
易
』
『
恒
先
』
と
同
筆
と
の
こ
と
で
あ
り
、
『
恒

先
』
は
道
家
文
献
で
あ
る
こ
と
が
第
一
分
冊
の
序
に
明
言
さ
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
詳
細
は
不
明
な
が
ら
、
同
一
人
物
が
儒
家
系
文

献
と
道
家
系
文
献
と
を
書
写
し
た
例
と
し
て
注
目
さ
れ
る
。
な
お
、

現
時
点
で
は
郭
店
楚
簡
と
上
博
楚
簡
と
の
間
に
同
筆
の
文
献
を
確

認
す
る
に
至
っ
て
い
な
い
。

次
に
形
制
の
面
で
は
、
全
体
的
な
特
徴
と
し
て
、
郭
店
楚
簡
に

比
べ
て
上
博
楚
簡
は
簡
長
が
長
い
点
が
指
摘
さ
れ
る
。
郭
店
楚
簡

の
最
長
は
三
二
•
五

c
mで
あ
っ
た
が
、
今
の
と
こ
ろ
上
博
楚
簡
の

最
長
は
五
五
•
五

c
m、
最
短
で
も
四
ニ
・
六

c
mで
あ
る
。
こ
う
し

た
簡
長
の
差
は
、
両
者
が
形
制
の
面
で
別
系
に
属
す
る
こ
と
を
示

す
も
の
で
あ
り
、
「
上
博
楚
簡
総
論
」
に
お
い
て
指
摘
し
た
郭
店
楚

簡
と
上
博
楚
簡
と
の
儒
家
文
献
に
お
け
る
系
列
の
相
違
と
も
密
接

な
関
連
が
予
想
さ
れ
る
。

最
後
に
表
題
の
問
題
に
つ
い
て
触
れ
て
お
き
た
い
。
郭
店
楚
簡

で
は
、
表
題
は
『
五
行
』
の
み
に
見
ら
れ
、
冒
頭
に
位
置
す
る
第

一
簡
の
本
文
の
最
初
に
「
五
行
」
の
二
字
が
あ
り
、
そ
れ
に
続
い

て
本
文
が
記
さ
れ
て
い
る
。
上
博
楚
簡
で
は
、
今
の
と
こ
ろ
『
子

恙
』
と
『
容
成
氏
』
の
二
篇
に
表
題
が
見
え
、
『
子
羊
~
』
は
冒
頭
に

近
い
第
五
簡
の
背
面
に
「
子
羊
~
」
と
あ
り
、
『
容
成
氏
』
は
末
尾
に

近
い
第
五
三
簡
の
背
面
に
「
訟
城
氏
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
『
子
羊
~
』

と
『
容
成
氏
』
と
に
見
ら
れ
る
表
題
の
位
置
の
相
違
は
、
『
子
恙
』

が
末
尾
の
簡
か
ら
巻
き
込
ん
で
冒
頭
部
分
が
巻
の
表
に
く
る
形
式

で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
『
容
成
氏
』
の
方
は
先
頭
の
簡
か
ら
巻
き
込

ん
で
末
尾
部
分
が
巻
の
表
に
く
る
形
式
で
あ
っ
た
こ
と
を
物
語
っ

て
い
る
。
こ
う
し
た
牧
巻
の
相
違
に
つ
い
て
注
目
さ
れ
る
の
は
、
冨
谷
至

「
ニ
―
世
紀
の
秦
漢
史
研
究
ー
簡
贖
資
料
ー
」
（
『
岩
波
講
座
世

界
歴
史
3

中
華
の
形
成
と
東
方
世
界
』
岩
波
書
店
、
一
九
九
八
年

一
月
）
の
見
解
で
あ
る
。
冨
谷
氏
は
、
睡
虎
地
秦
簡
『
封
診
式
』

や
張
家
山
二
四
七
号
漢
墓
『
奏
諏
書
』
の
表
題
が
最
終
簡
の
背
面

に
記
入
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
注
目
し
、
居
延
新
簡
な
ど
の
検
討
を

通
し
て
、
表
題
が
第
一
簡
の
背
面
に
あ
る
の
は
完
結
し
た
書
物
と
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し
て
ま
と
め
ら
れ
た
「
書
物
簡
」
で
あ
り
、
最
終
簡
の
背
面
に
あ

る
の
は
完
結
し
た
書
物
と
な
る
前
の
「
フ
ァ
イ
ル
簡
」
で
あ
る
と

し
、
両
者
を
性
格
の
異
な
る
二
種
の
書
写
物
と
み
て
い
る
。

こ
の
見
解
に
し
た
が
う
な
ら
ば
、
『
子
羊
~
』
は
す
で
に
完
結
し
た

「
書
物
簡
」
で
あ
る
の
に
対
し
、
『
容
成
氏
』
は
情
報
が
蓄
積
さ
れ

て
い
る
途
中
の
「
フ
ァ
イ
ル
簡
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
『
容
成
氏
』

は
、
上
博
楚
簡
の
他
の
諸
篇
と
は
異
な
り
、
歴
代
の
王
の
系
譜
を

記
し
た
文
献
で
あ
り
、
こ
う
し
た
特
色
を
踏
ま
え
る
な
ら
ば
、
『
容

成
氏
』
が
情
報
を
蓄
積
し
て
い
く
の
に
都
合
が
よ
い
フ
ァ
イ
ル
形

式
で
あ
る
こ
と
は
注
目
に
値
す
る
。
た
だ
し
、
『
容
成
氏
』
は
伝
説

上
の
古
帝
か
ら
は
じ
ま
っ
て
周
の
武
王
が
殷
を
討
伐
し
た
と
こ
ろ

で
終
わ
っ
て
お
り
、
こ
れ
が
書
物
と
な
る
前
の
編
纂
途
中
の
段
階

で
あ
っ
た
か
は
、
な
お
慎
重
な
検
討
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
こ
の
問

題
に
つ
い
て
は
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
行
政
文
書
と
歴
史
書
と
い

っ
た
文
献
の
性
格
の
相
違
を
考
慮
す
る
必
要
が
あ
り
、
完
結
し
た

書
物
が
「
フ
ァ
イ
ル
簡
」
の
形
式
で
行
わ
れ
る
場
合
も
あ
っ
た
可

能
性
も
指
摘
さ
れ
る
。

上
博
楚
簡
の
全
容
が
明
ら
か
に
な
れ
ば
、
こ
れ
ら
の
諸
点
を
含

め
て
、
字
体
や
形
制
に
関
す
る
さ
ら
に
多
く
の
重
要
な
知
見
が
得

ら
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
よ
う
。

（
福
田
哲
之
）
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